
萩まちあるきマップ

日本海に浮かぶ市
いち

女
め

笠
がさ

のような形が特徴的な山・笠山と、その笠
山が陸続きとなった砂州の上に発達した越ヶ浜。
笠山は、阿武火山群のひとつで、噴火口や溶岩台地などの火山地

形や、溶岩が生み出した風
かざ

穴
あな

と対馬暖流との影響を受けた独特の植
生など、自然の見どころが多数あります。
そのふもとに広がる越ヶ浜は、両腕のように伸びた半島に夕

湾・嫁泣湾を持ち、港には藩政期から明治期にかけて北前船などの
回船が立寄り、漁業も盛んで、多くの人々が住まい、行き来してい
ました。陸続きとなった時に海が取り残された「かん水湖」の明神
池は、海の魚が泳ぎ、安芸の宮島から勧請した厳島神社とともに大
事にされてきました。また、商売などを元につけた門名や神仏信
仰・祭礼などが昔から続いてきました。
火山がもたらした多様な自然を持つ笠山と、漁業集落の文化が色

濃く残る越ヶ浜を巡ってみませんか。

このマップは萩まちじゅう博物館の各エリアのおたからを紹介する
マップとしてシリーズで発行しています。詳しくは萩データベース
でチェック!! machihaku.city.hagi.lg.jp/db/
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H28.3 現在

山口県漁協越ヶ浜地区女性部運営の食事
処。虎ヶ崎にあり、海をながめながら食事
ができます。サザエ飯・つぼ焼き・イカの
１枚焼きなど安さと味が自慢です。おすす
めは、甘鯛の煮付けや、サザエの炊き込みご飯をメインにした“つばき定
食”（1,600 円）です。

笠山・越ヶ浜地区では、漁業を営む家が多く、「板
いた

子
こ

一
いち

枚
まい

下
した

は地
じ

獄
ごく

」とい
うことわざにあるほど、自然・天候によって安全が左右される危険な仕
事である漁師の無事を願って、神仏を大事にしてきました。そのため、季
節毎の祭りや行事も集落を挙げて行われています。

つばきの館

笠山の頂上付近から、日本海と萩の島々
を見ることができます。
入場料：無料　
時　間：展示室は9:00～17:00

住　所：山口県萩市椿東716-16（萩市虎ヶ崎・椿群生林入口） 
電　話：0838-26-6446 
時　間：11:00～16:30（食材がなくなり次第終了する場合あり）
定休日：水曜日(ただし臨時休業あり)、年末年始  

笠山展望台

越ヶ浜の季節暦

ガイドのご案内

椿まつりの期間中（２月中旬～３月下旬）、笠山椿
群生林の見どころをご案内します。
期間中土・日・祝：無料、平日：有料（1,000円）、要予約
申込み・問合せ：NPO萩観光ガイド協会　TEL 0838-25-3527

椿見どころ案内人
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＊食の時期はおおよその旬を表しています。

笠山は、活火山・阿武火山群で
最も若い火山で、約1万年前に噴
火しました。笠山の噴火は、まず
大量の溶岩がドロドロと広範囲
に流れて安山岩の溶岩台地とな
り、その後、マグマのしぶきが空
中高く噴き上がり、溶岩台地の上
に小高い丘ができたことから、市
女笠のような形をしています。

笠山の山頂からは、１億年前
のマグマ溜りが冷え固まってで
きた指月山、1200万年前の火山
である見

み

島
しま

、約21～６万年前に
噴火したテーブルのような形の
萩六島（相島
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）など、萩１億年
の歴史が創り出した美しい自然
の景色を眺めることができます。

越ヶ浜は、笠山の東側の砂州の上に
発達した集落で、天和元年（1681）に、
漁村として新しく作られたとされて
います。それ以前は、波が高い時には
砂州の浜を波が越えていたので「越ヶ
浜」という地名がついたという説や、
「越」というのは北の方角をさす言葉
で、萩城の北の方にある浜ということ
で「越ヶ浜」と名付けられたという説
もあります。

笠山は、萩城のある指月山に対し鬼門
（北東の方角）にあたることから、藩主は
笠山に猿を放し飼いにすることで、「災難
がさる（サル）」というおまじないをかけ
ていたといわれています。当時の絵図に
は、猿が餌付けされ、人と戯れる様子が
描かれています。
絵図には、人々でにぎわう町や、寄港
中の回船、水を運ぶ女性たちの様子など
も描かれています。

神仏を大事にする越ヶ浜の人々は、笠山の周囲にある岬にも七浦
七恵比須を祭ってきました。江戸時代初期に宮島から厳島神社が勧
請されると、毎年旧暦の６月17日夜には、豊漁や航海の安全を願う
「管

かん

弦
げん

祭
さい

」が行われるようになりました。
かつては、神

み

輿
こし

を船に載せ、先
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、漕
こ

ぎ船
ふね

、
神
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、巫女
みっこ
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、御
お

供
とも
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が一列に並んで海上を進
み、指月山をめざす途中で、この七浦七恵比須
をはじめ、行

ぎょう

者
しゃ

鼻
ばな

、九
く

島
しま

の神々に船上から「巫
みっ

女
こ

の舞
まい

」が奉納されていました。現在は、安全
上の理由から先導船が各所まで行き、その時
分に合わせて、離れた場所から舞が奉納され
ています。
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江戸時代の笠山と越ヶ浜
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（参考：萩ジオパーク構想パンフレット）




